
パワー浜松ロータリークラブ事務局/〒430-7733 静岡県浜松市中区板屋町111-2 オークラアクトシティホテル浜松4307号室
Tel/Fax 053-452-0800　　　Email info@power-hamamatsurc.jp　　　http://www.power-hamamatsurc.jp/
創立/2002年10月22日 RI承認/2002年11月27日 認証伝達式/2003年4月29日 スポンサークラブ/浜松中ロータリークラブ

RIテーマ「地域を育み、大陸をつなぐ」会長/RayKliginsmith(米国)
2620地区のテーマ「ロータリアン、奉仕をクラブへ地域へ」ガバナー/中山正邦
パワー浜松ロータリークラブのテーマ「見つける明日、見つめる原点」会長/坂井光蔵

第３５４回例会　７月６日（火）AM7:30～8:30 オークラホテル４Ｆ　平安の間
■司会：末広さくら　■点鐘：坂井光蔵　■ロータリーソング：希望のエナジー
■ゲスト；静岡第７分区ガバナー補佐・藤野匡司さん、同事務局長・中山和彦さん、同運営幹事・佐藤
芳一さん浜松ﾊｰﾓﾆｰRC会長・伊藤千明さん、浜松ﾊｰﾓﾆｰRC幹事・中村皇積さん、特別代表・唐澤護
泰さん

会長挨拶 幹事報告

ゲスト、特別代表挨拶

委員会報告

スマイル
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改めまして、おはようございます。

来る時がきてしまったという感じです。先程、小粥前会長が本当に

晴々した顔でニコニコして、食事に並んでいるのを見て、早くそういう

日が来ないかと思っています。本日は、初めての例会ということで、

藤野ガバナー補佐、中山事務局長、佐藤運営幹事、伊藤会長、中

村幹事、そして唐澤特別代表、おいでいただきましてありがとうござ

いました。エレクトを拝命してから、自分なりにロータリーというもの理

解して、よくしたいと思ってきましたが、

あっという間に１年がすぎてしまい、

思うようにはいかないと感じています。

今年度はまずはロータリーとはなにか

というところから入っていき、みなさん

と模索しながら、お互い成長して、

お互いを理解していきたいと思います

ので、１年間よろしくお願いします。

■伊藤千明＆中村皇積；本日は、お招き頂き有り難うございます。新年度がスタートし緊張しております。当クラブ

も明日が藤野匡司ガバナー補佐をお迎えして第1回目の例会です。一年間宜しくお願い致します。さて、事務局

の細田真弓さんは幼馴染です。今は見ての通りですが…昔は可愛かったですよ。真弓さんをどうか、大切にして

あげて下さい。

■唐澤護泰様；小粥直前会長＆山尾直前幹事、この厳しい経済状況の中、一年間頑張り通して下さり有り難うご

ざいました。いよいよ坂井丸の出航です。クラブ全員で坂井丸が良き旅路となる様に応援して下さい。貴クラブの

今後一年のご発展を楽しみにしております。

■坂井光蔵＆鈴木和浩；藤野ガバナー補佐、中山事務局長、佐藤運営幹事、浜松ﾊｰﾓﾆｰＲＣ伊藤会長、中村

幹事そして唐澤特別代表。本日は、新年度初の例会にお越し頂き有り難うございます。この一年間、全力投球で

頑張りますので宜しくお願いします。

■末広さくら；先日は、温かいお言葉とお心遣いを有り難うございました。

先輩方を見習って明るく幸せな家庭を築きたいと思います。これからも宜しくお願い致します。

■浜松中RC藤野匡司静岡第７分区・ガバナー補佐

ガバナー補佐として、本日で４回目の第一例会の出席で、国歌斉唱も４回目となり、愛国心が沸いてまいりました。

■浜松ﾊｰﾓﾆｰRC会長・伊藤千明会長

藤野様は、我々のクラブの名付け親で、中山様と唐澤様も設立時の拡大委員です。その藤野様がガバナー補佐ということで安心している反面、緊

張もしております。どうか、一年よろしくお願いします。

■唐澤護泰特別代表

本年度、私どものクラブから藤野ガバナー補佐を出すこととなりましたので、よろしくお願いします。いよいよ、坂井年度がスタートします。期待が大

きいところです。事業計画書にある会長挨拶がまことに立派です。こんな会長挨拶はあまり見たことがありません。彼のロータリーとはなんだという考

えに感動しました。ロータリーとは自分自身の研修の場、人生の中の出会いの場だと思います。

１００年も続くロータリーの元はここにあると思います。ロータリーは金儲けの場ではなくて、自分自身を高めて

いくところなのです。その上に奉仕が乗ります。坂井会長の挨拶の文面にもそのようなことが書かれています。

ロータリークラブに対して、自分自身がなにができるかを常に考えていただきたいと思います。

ロータリークラブは１人１人が定款細則を守って運営していくことが大切です。それが、２０年、３０年先のクラブ

の発展につながります。常に新しい人が入り、世代交代できるクラブになれるように期待します。

1.本年度の会員証をメールボックスに配布しました。この会員証は、

ロータリアンとしての身分を保証する重要な証明物です。

氏名、会員番号をご確認の上、裏面に署名されて携行して下さい。

2.７月Ｖｉｅｗ広場のテーマをお知らせします。

テーマ 「私のこだわり」 是非、投稿して下さい。

3.配布物

①ロータリーの友７月号

②ガバナー月信 2009-10飯田ガバナー№13,中山ガバナー№１

③会員証

④事務局使用ルール

4.７/２０（火）～２３(金)に開催されます

ファイヤーサイドミーティングの

出席予定表を確認して下さい。

変更希望の方は本日６日までとなって

おります。宜しくお願い致します。

唐澤護泰特別代表
■国際奉仕ＰＪ・安間利広；マック・セシールというベルギーの女性を今年度受け入れる事になり、ホスト家庭を

募集するにあたり「青少年交換プログラムのアンケート調査」を実施します。例会終了後にご提出ください。

■広報部会・稲野清治；昨年度より実施しています委員会報告と卓話報告をご提出頂くご協力を今年度も継続します。

委員会報告はスマイル同様に例会受付で当日ご提出下さい。皆様のご協力をお願い致します。

末広さくらさん
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クラブ協議会
「２０１０－１１年度方針」
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議事

卓話

ガバナー補佐 挨拶

委員長挨拶

藤野匡司ガバナー補佐

坂井光蔵会長

小粥勝好ロータリー財団委員長

小澤邦比呂クラブ管理運営委員長 中野敬司広報委員長 池戸孝治奉仕プロジェクト委員長

10周年記念事業検討会議副議長

■藤野匡司ガバナー補佐（浜松中RC） 挨拶

１．昭和20年2月19日生れ（満65才）、1990年幹事、2000年会長、2010年ガバナー補佐

２．本年度ＲＩテーマは「地域を育み、大陸をつなぐ」です。今年度もポリオの撲滅と青少年に

かかわる活動が２大テーマとなっております。

３．本年度の大きな変更点

①会長賞の点数化の件

②規定審議会での変更内容

・４大奉仕→５大奉仕になって、「新世代奉仕」と言葉ができました。

・出席免除会員の資格が自分の年齢と在籍年数を足したものが８５以上でかつ自分の

年齢が65歳以上になりました。

・Ｅクラブ（パソコンによるクラブ）が地域で２クラブまで認められます。

４．中山ガバナーのビジョン（特徴）及び本年度第７分区特記事項

①地区資金 35歳以下の方を半額にします。

②『富士山つながり』の8月8日の富士登山の参加をお願いします。

③ＧＳＥ３名の受け入れにあたってご協力をお願いします。

④八田委員長ががんばっています青少年交換につきましてよろしくお願いします。

５．会員増強のお願い

・４６００人が３０００人になってしまったので入ってくださいではなくて、３０人が３０００人のクラブになったと前向きな勧誘をお願いします。

■会長挨拶

唐澤特別代表から過分なるお褒めのお言葉ありがとうございます。文章力はあるのですが、実行力は

ちょっと分かりません。ロータリーとはなにかを改めて問い直すのが今年度の大命題です。

なぜ、会員が減っていくのかを考えていくと、ロータリーの目的が曖昧になってきていると自分では

思っています。ロータリーを8年やってきて、クラブに色々な方がいてよかったと思っています。特に高齢の

方が頑張っているのを見るとエネルギーをもらえます。そういうところにロータリーの本当の良さがあると

思います。ロータリーで自分が成長することで、自分の仕事にも必ずつながっていくものだと思います。

私はよく他人に見た目と違うと言われます。見た目はワンマンのようですが、権限委譲をして下の者を

育てることを常に考えています。それが、わが社の成長につながっています。是非、お互いにいい会社に

して、たくさん税金を納めて地域に奉仕をしていきましょう。もうひとつ、今年は、みなさんには出席を強くお願いしていきます。

フェースツーフェースで、もらうだけでなく自分も与えていくということが、ロータリーの本当の出席義務だと思っています。

是非、みなさんご協力をお願いします

小田木基行会員増強維持委員長


